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８設計段階で決定済　　９その他（　　　　　　　　　　　　）

	
	公害防止対策
	⑤
	公害防止の対策について
	１防音塀　　２防音シート　　３防音パネル　　４防音カバー
５動力源の適正配置　　６作業時間帯の配慮　　７その他（　　　）
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付近住民から騒音又は振動の苦情の申立てがあった場合は誠意をもってその防止対策にあたります。
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